
よ
う
こ
と

いつ毛いい顔をして迎えてくれる図書館員がいて

わくわくするような怨がいっぱいあって

凛の蒜を歩けば、一冊一冊がｌＺぎゃがに語りかけてくる

とれでいて、館内の雰囲気はホツと落ち着ける居場所毛あって

感性にめさめ、他が高められるような

どんな図書能…
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絶
対
、
お
す
す
め
の

図
書
能
で
す

世
の
中
に
「
絶
対
」
は
な
い
と
言
い

ま
す
が
、
あ
え
て
「
絶
対
」
と
言
う
言

葉
を
つ
け
て
ま
で
、
人
に
す
す
め
た
く

な
る
施
設
、
そ
れ
が
水
巻
町
の
図
書
館

で
す
。ど

こ
が
、
お
す
す
め
な
の
か
と
い
う

と
「
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
、
お
し
ゃ
れ
で
図

書
館
じ
ゃ
な
い
み
た
い
」
「
雑
誌
や
新

聞
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
る
」
「
な
ん

か
、
気
軽
に
い
け
る
雰
囲
気
が
あ
る
」

ほ
か
た
く
さ
ん
。
自
分
の
住
ん
で
い
る

ま
ち
に
自
慢
で
き
る
施
設
が
あ
る
と
い

う
れ

う
の
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。

人
に
よ
っ
て
、
そ
の
魅
力
と
感
じ
る

部
分
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
き
っ
と
ど
こ
か

に
魅
力
を
感
じ
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る

施
設
だ
と
思
い
ま
す
。
役
場
に
届
く
意

見
を
み
て
み
て
も
、
や
は
り
、
お
褒
め

の
意
見
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
北
九
州
市
に
住
ん
で
い
る
人

か
ら
「
北
九
州
市
民
に
も
本
を
貸
し
出

し
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
も
数
多
く

来
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
広
域
利

用
と
い
う
こ
と
で
北
九
州
市
や
近
隣
市

町
村
と
図
書
館
の
相
互
利
用
を
す
す
め

る
計
画
が
あ
る
み
た
い
で
す
。
「
自
分

が
読
み
た
い
本
が
北
九
州
市
民
に
借
り

ら
れ
て
い
る
た
め
、
借
り
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
嫌
だ
な
あ
」
と

思
っ
た
り
「
い
ろ
ん
な
図
書
館
で
本
が

借
り
ら
れ
る
と
便
利
か
も
」
と
思
っ
た

り
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん

は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

い
ち
お
し
は

あ
β
ｌ

開
放
感
溢
れ
る
雰
囲
気

水
巻
の
図
書
館
を
初
め
て
訪
れ
た
人

の
多
く
が
、
そ
の
開
放
感
に
驚
き
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
言
い
換
え
る
と
、

気
軽
に
図
書
館
に
来
る
こ
と
が
で
き
そ

う
な
雰
囲
気
が
水
巻
の
図
書
館
に
は
あ

る
の
で
す
。

開
放
感
を
感
じ
る
理
由
に
つ
い
て

「
天
井
が
高
い
か
ら
？
」
「
本
棚
が
少
し

低
め
だ
か
ら
？
」
「
廊
下
が
広
い
か

ら
？
」
「
な
に
げ
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
て

い
る
か
ら
？
」
と
考
え
て
み
て
も
結
局

わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
と
に
か
く
、

開
放
感
に
満
ち
て
い
ま
す
。

本
屋
さ
ん
や
図
書
館
に
い
く
と
そ
の

圧
迫
感
か
ら
必
ず
ト
イ
レ
に
行
き
た
く

な
る
と
い
う
人
で
も
大
丈
夫
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
に
あ
る
の
は

怨
だ
け
で
は
な
い

図
書
館
は
本
（
絵
本
や
難
し
い
資
料
、

辞
典
な
ど
一
が
ず
ら
～
と
並
ん
で
い
る

だ
け
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

水
巻
の
図
書
館
は
違
い
ま
す
。
ビ
デ

オ
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
た
く
さ
ん
置
い

て
あ
る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
用

と
い
う
こ
と
で
パ
ソ
コ
ン
も
置
い
て
あ

る
の
で
す
。

本
棚
を
の
ぞ
い
て
み
て
も
マ
ン
ガ
や

雑
誌
が
、
ど
の
本
を
手
に
と
ろ
う
か
迷

っ
て
し
ま
う
く
ら
い
豊
富
に
取
り
そ
ろ

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま

す
が
、
「
お
話
会
」
「
企
画
展
示
」
な
ど

の
催
し
物
も
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の

人
が
楽
し
み
な
が
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ビデオやＣ Ｄ・ＤＶＤが数多く並

んでいます。ビデオなどを館内で

見ることができる機器を完備。

●珂キッズスペースｐ●

絵本・布絵本・紙芝居などが並ん
でいます。「お話のおうち」は子ど

もたちに大人気。

オランダの書籍が豊富にあって、

子どもから大人まで楽しめ、めず

らしい本に出会えます。
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十十

紅悪
軽準

い　　る　よ　は　　顔　ま　界紙会　ち　ど回　　く　と　小話か　ち　大　う　あ　お　がす　に　芝　の　に　「、こ　れ、さ　の　キも　よ　人　に　り　話満　○迷居最　と　お絵の　ま　フ　めお　ツを£喜重責葦号‡葵至宣支雲霞芸㌣昌は言
夕　り　Ｌｌペ難 撮 淵 鵜十十〕十

るのき　言霊等宅芸‡宗吾票差雪隻　芋持 芸

」　つ
悪事

つく．＿う

書嘔

▼　　　　　▼

議　迂態‡㌫鼓
ｉｉｉ

；ｉｉ

の
世
界
に
迷
い
込
む

お
話
の
お
う
ち
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お話会は現在4つのボランティアグループがそれぞれ創意工夫をこらし開催しています。

たんばぽ・ともしぴの会・ぶぶら・ピノキオ文庫いずれ

のグループも素敵な「お話会」で楽しませてくれます。
お
話
合
は
い
つ
開
か
れ
る
の
？

●
通
常
は
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
●

▽
第
1
土
曜
日
午
後
2
時
～
　
　
た
ん
ば
ぽ

▽
第
2
土
曜
日
午
前
1
0
時
3
0
分
～
　
と
も
し
び
の
会

▽
第
3
土
曜
日
午
後
2
時
～
　
　
ぷ
ぷ
ら

▽
第
4
土
曜
日
午
前
1
0
時
3
0
分
～
　
ピ
ノ
キ
オ
文
庫

※
広
報
み
ず
ま
き
9
月
2
5
日
号
6
ペ
ー
ジ
、
晴
れ
と
き
ど
き
読
書

の
コ
ー
ナ
ー
で
「
お
話
会
の
日
程
」
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
右
記
の
通
り
で
す
。
訂
正
し
あ
わ
び
し
ま
す
。



踪那混幾離地餓鹿請葦溌霧窪遽封灘鋳撥整樺鄭簸竃溺漉㌫融灘涼静索緩

こ
こ
は

博
物
能
？
美
術
館
？

図
書
館
に
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に

あ
る
企
画
展
示
室
。
こ
こ
は
「
町
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
場
所
で
す
。

図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
「
歴
史
資

へ

料
館
」
の
一
角
で
す
が
、
そ
の
時
々
の

展
示
の
内
容
に
よ
り
「
美
術
館
」
「
博

物
館
」
に
き
た
よ
う
な
感
覚
に
し
て
く

れ
ま
す
。
水
彩
画
や
油
絵
を
展
示
し
て

い
て
「
美
術
館
」
の
よ
う
な
と
き
も
あ

れ
ば
、
土
器
や
植
物
の
標
本
を
展
示
し

て
い
る
「
博
物
館
」
の
よ
う
な
と
き
も

あ
る
の
で
す
。

図
書
館
に
出
入
り
す

る
と
き
に
必
ず
通
る
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ふ
っ
と
引
き
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
見
入
っ
て
い

る
人
の
姿
も
…
。

家
族
や
友
人
と
水
彩

画
や
油
絵
、
土
器
、
植

物
の
標
本
な
ど
、
そ
の

時
々
の
展
示
し
て
い
る

も
の
を
み
な
が
ら
「
好

み
や
感
性
の
違
い
」
　
に

つ
い
て
会
話
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
企
画
展

示
室
。
も
ち
ろ
ん
1
人

で
も
楽
し
め
ま
す
よ
。

企画展示室（町民ギャラリー）を利用して企画展示を行いたい人は歴史資料館までお問い

合わせください。℡201－0999

●と　き

11月1日（木）～12月2日（日）

午前10時～午後7時

●ところ　歴史資料館展示室（町民ギャラリー）

農具の展示を中心に、この町の米作りに携わる

人の苦労や今昔の米作りの様子、年貢や農薬にま

つわる話や遠賀川や堀川の歴史をわかりやすく展

示しています。

」テーマ　「遠賀川流域の米作り」

爛講　師　香月靖晴さん（嘉飯山郷士研究会会長）

璃と　き11月25日（日）午後2時から

雷ところ　歴史資料館視聴覚ホール

満問い合わせ　歴史資料館

企
画
展
示
室

意
外
な
発
見
が
い
っ
ぱ
い
日
日

5　㊥広報みずまき2001．10．10



あなたの周り

身近な話題をお待ちしていま宴ｊ
恥Ｗ暗旬画Ｓ

親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会

カ
メ
ラ
に
山
彦
孜
に
大
活
躍
の
お
母
さ
ん

9月13日、町民体育館で、子育て支援センター

の「親子ふれあい運動会」が行われ、元気な子ど

もと一緒にお母さんやお父さんなど110人が参加し

ました。いつもの子育て支援センターとは違う広

い体育館に子どもたちは大喜びです。「あ・い・う

ー」のリズムに乗ってみんな元気に準備体操を始

めます。競技は、全部親子で参加するもので、子

どもの大好きなドラえもんや新幹線などが出てき

ます。

「音楽が好きなので、最初は元気に体操をして

いたけれど、最後は少し疲れてしまったみたいで

…」と話してくれたのは、初めて運動会に参加し

た廣光亮太くん（二）のお母さん。

最後は、おみやげの風船とお菓子をもらって、
うち

笑顔で帰っていった子どもたち。きっとお家でぐ

っすりお昼寝したことでしょう。

′■＼

なんで捨てるんやろう
机小学校の校区内清掃活動

校区内のゴミ拾いや空き缶拾い、十字架の塔の清掃を毎年おこ

なっている机小学校。今年は1学期に計画していましたが、雨天

のため実施できませんでした。

そこで水巻町環境美化の日である9月2日、地区別に分かれて

校区内の清掃活動を行いました。机小の子どもたちはもちろんの

こと保護者の皆さんや地域の人も一緒に参加。軍手をはめゴミ袋

を片手に植え込みの下や溝の中などに落ちてあるゴミを一生懸命

拾います。大人は見つけることのできなかったゴミも子どもの目

線から発見するなど大活躍の子どもたち。

「なんで捨てる人がいるのか不思議。捨てる人がいなければ拾

わなくていいのに」と話してくれたのは中山架樹くん（古賀団地）。

環境美化に向けての素敵な学校の取り組み、これからどんどん

広がっていくといいですね。

今年の7月4日から始まった北九州博覧

祭。数多くのパビリオン、楽しいイベント

などで訪れた人を大満足させています。

9月22日、この北九州博覧祭のイベント

の一つとして遠賀郡の日「遠賀4町の太鼓

競演＆岡垣町吉木思案橋」が行われました。

水巻町から参加したのは「猪熊太鼓」の子

どもたち。ヒピッキーホールという大きな

会場での披露とあって、見守る大人は少し

緊張気味です。子どもたちには「いつもよ

り、大きな声をだすんよ」「音がいつもよ

り響き渡るからかっこいいよ」などいろい

ろな言葉がかけられていました。その甲斐

あってか、子どもたちが元気よくたたく太

鼓の音は、ヒピッキーホールの中を響き渡

り、演奏後には会場から大きな拍手が贈ら

れました。

猪熊太鼓の皆さん、お疲れさまでした。

北
九
州
博
覧
禦
「
遠
賀
郡
の
日
」

あ
っ
、
う
ち
の
子
が
座
っ
ち
ょ
る

せ広報みずまき2001．10．10　6



下
水
道

あ
な
た
と
水
を
む
す
ぶ
み
ち

溜
下
水
道
の
日
通

「下水道の日」の9月10日、ＪＲ水巻駅や

ＪＲ東水巻駅で街頭啓発が行われました。下

水道のしくみや役割を多くの人に知っても
らおうと記念品とパンフレットが、町長や

担当職員から手渡されていました。

昏新入学児童健康診断窃
9月12日と13日、来年度に小学校入学を

控えた子ども対象の健康診断が中央公民館

で行われました。

克避事虜の凄い安全息町へ

～款の交遊安全群居瀞～

9月26日、ダイエー水巻店前の道路で交

通安全の街頭啓発が行われました。

便利で日常生活に欠かすことのできない
自動車。でも一歩間違えると走る凶器にな

ってしまうことをこの機会にもう一度考え
てみてください。

7　⑧広報みずまき2001．10．10

なかなかいい手つき顔つきです
中学生の職場体験学習

9月12日と13日の2日間、町内のお店や病院などで水巻南中学校の

2年生が職場体験学習を行いました。

図書館・歴史資料館では、生徒が図書館の職員に見守られながらカ

ウンター業務を体験している姿がみられました。その手つきは、少し

ぎこちないものの教えられたとおりにできいるようです。その様子を

みていた図書館の利用者は感心した様子でほほえんでいました。

※上の写真は、役場広報広聴係に職場体験学習に来た生徒が撮影した

ものです。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
チ
ャ
ー
ヤ
ン
グ
み
ず
ま
き

′‾ヽ

「

め
ざ
せ
ス
ト
リ
ノ
ト
・
ミ
ヱ
7
ジ
シ
ャ
ン

9月20日、中央公民館で、コミュニティーカルチャーヤングみずま

きが行われました。若い人を対象に、いろいろな体験ができるこの講

座。この日は、初心者のためのギター講座の3回日です。練習曲は、

コブクロのエール。何度も何度も繰り返し練習をします。「表情が硬

いよ。もっと楽しく」と講師に声をかけられ、その瞬間は、みんなか

ら笑顔がこぼれますが、難しいところになると、どうしてもみんなの

表情が硬くなっていきます。しかし最後には、さびの部分を歌いなが

ら、ギターを弾けるほど上達していました。

「歌うことが好きだから、楽しいですね。ギターを借りて帰って練

習もしているんですよ。10月にあるそばづくり講座も楽しみです」と

話してくれたのは相澤幸子さん（新生街）。いろいろな講座から新し

い世界を開拓してください。



ま
た
、
県
内
1
8
4
か
所
あ

る
県
営
住
宅
の
中
で
、
モ

デ
ル
団
地
と
な
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
住
み
や
す
い
、
き
れ

い
な
団
地
に
す
べ
く
今
後

も
頑
張
り
ま
す
。

（
県
営
古
賀
団
地
）

Ｗ
誓
蹴
㌶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
語
群
葦
＋
か
が
　
の
蕗
番
数
豊
瓶
・
濁
＋
渥
憲
巌
髭

県
営
古
賀
団
地
が

住
宅
建
設
管
理
功
労
者
表
彰
を
受
章

蕗
薄
ぺ

醒母ｌ－り

吉
田
団
地
敬
老
祝
賀
会

敬
老
の
日
の
9
月
1
5
日
、
吉
田
団
地
敬
老
祝
賀
会
を

吉
田
団
地
公
民
館
と
健
康
セ
ン
タ
ー
の
2
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。
団
地
内
の
6
5
歳
以
上
の
う
ち
1
5
5
人
が
参
加
。‘‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　Ｌ　　　　　′　　　　　・・、、

ヌ

9月6日、猪熊のイチジク農園

でイチジクの収穫をしました。こ

の日は田中町長もみえて収穫をお

手伝いしていただきました。

葛■ｌ　■■■　■細■　■■■　■■漢　■■細ｌ醇握

本当は教えたくない

おいしい

ｌ

　

1

．

．

　

1

　

」

－

．

‥

昌酌馳
材料・4人分

瑞添

覧　駆

輝Ａ
電　影

米

［

2合

酒　　　　　　大さじ1

しょうゆ　　小さじ3／2

塩　　　　　　小さじ1

撫蹄　貝柱水煮缶　95グラム（1缶）

夢彰　里芋　　　　150グラム
澄圃

詣　鰹

聯

三つ葉　　　　　　少量

・

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

Ｊ

申聯
夏まっさかりの8月8日～12日の5

日間、鹿児島県の知覧町で平和学習・屋

久島での自然体験学習を行いました。

邸輝昭聯昭輝聯轡藍

シピ

匡堕司
（力米を炊飯器に入れ、貝柱の缶

汁と水を炊飯器の2の日盛り

の所まで入れる。貝柱を細か

くほぐして散らし入れ、20
～30分おく。

②里芋は1．5ｃｍ厚さのイチョウ
切りにし、塩少量をふってよ

くもんでぬめりを洗い流す。
③①にＡを加え混ぜ、里芋を加

え、普通に炊く。

栄養一口メモ

芋類の中ではエネルギーが低

く、サツマ芋の半分。独特のぬ

輝

き　お

閥蟹

舅　腰

｝‾、三′

…
掴
…
麟
…
閣
…
攣
…
細
…
撫
…

めりは、ガラウタンやマンナン　葦

で腸の働きを活発にします。

野際槻腿減封昭厩雑音臓堵臓脚昭臓野馳蜘卿昭

地
域
の
出
来
事
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

の
お
誘
い
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、

イ
ラ
ス
ト
、
広
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
役
場
広
報
広
聴
係
℡

2

0

1

局

4

3

2

1

番

へ

弓こｈげっ？わ？2号
●名前

ちびまるこちゃん

●種　類

リスザル

●年齢・性別

9歳・メス

うちのリスザルのちびまるこちゃんは大食いの

元気者。名前はテレビで「ちびまるこちゃん」を

みていて、ふと思いつき決めました。テレビのち

びまるこちゃんとは性格ががなり違って、とても

憬Ｋ車を輿 雄三．∴ト
はげしく、私たち夫婦は何

度もがまれました。顔はか

わいらしいのですが、要注

意です。

ただし、今は素晴らし

い家族の一員です。

（みずほ　磯野信義）
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世

何

、
静

ア
几
ハ
ム
・
．

赤
ち
ゃ
ん

お

お

つ

　

く

る

み

大
津
　
胡
桃
ち
ゃ
ん

1
2
年
1
0
月
1
1
日
生
ま
れ

（
伊
左
座
）

ふ
じ
も
と

藤
本
　
と
わ
ち
ゃ
ん

1
2
年
1
0
月
2
7
日
生
ま
れ

（
梅
ノ
木
団
地
）

いつも笑顔で元気なとわちゃ　　小さな赤ちゃんがこんなに大き　　いつも、とびきりの笑顔をあり

がとう。元気に大きくなあれ！

な

が

い

　

り

ょ

う

い

ち

ろ

う

長
井
　
沌
一
郎
く
ん

1
2
年
7
月
1
9
日
生
ま
れ

（
吉
田
三
）

ん。いたずらはほどほどにね！　　く育ってくれました。

た

く

し

ま

　

り

ん

か

宅
嶋
　
梨
杏
ち
ゃ
ん

1
2
年
7
月
3
0
日
生
ま
れ

（
お
か
の
台
）

お姉ちゃんたちと仲良く元気に　　いつも二コ二コのかなちゃん。　長井松太郎の孫です。

大きくなってね。　　　　　　　元気で明るい女の子になってね。　　　　　　　でっかくなあれ！　′、、

1
歳
の
お
誕
生
日
の

前
月
2
0
日
ま
で
に
広

報
広
聴
係
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

（
毎
月
6
人
ま
で
）

皇道・・　二、：：・－：こ一　　　二　　一　　　：：・、・「・‥三一　・＿　ミ：－　・．：1圭　！

水
巻
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
大
活
躍
－
・

8
月
2
6
日
、
中
間
市
で
行
わ
れ

た
空
手
道
大
会
に
お
い
て
水
巻
町

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
団
員

が
、
日
ご
ろ
の
稽

古
の
成
果
を
発
揮

し
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

●
型
試
合
（
優
秀
賞
）

▽
小
学
三
年
の
部
　
小
江
泰
弘

▽
小
学
五
年
の
部
　
柴
田
遼
・
上

田
諒

●
組
手
試
合
（
小
学
校
五
年
の
部
）

▽
優
勝
　
　
上
田
諒

▽
優
秀
賞
　
柴
田
遼
・
山
口
瑛
・

山
口
浩

へ
水
巻
町
女
性
の
輪
3
3
れ
ん
げ
華
が

婦
人
会
に
加
盟
し
ま
し
た

こ
の
た
び
、
県
婦
連
、
遠
賀
四

町
婦
人
会
に
加
盟
し
て
　
「
水
巻
町

婦
人
会
れ
ん
げ
草
」
と
改
名
し
ま

し
た
。
今
、
町
内
約
8
0
人
の
会
員

の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
幅
広
く
バ
ス

見
学
、
研
修
会
、
社
会
貢
献
、
懇

親
会
な
ど
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
会
　
費
　
五
百
円
（
年
間
）

●
モ
ッ
ト
ー

①
考
え
が
違
っ
て
も
仲
良
く
す
る

②
意
見
が
違
っ
て
も
協
調
す
る

③
み
ん
な
公
平
、
平
等
に
す
る

④
社
会
に
貢
献
す
る

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
山

下

℡

2

0

2

局

2

0

0

1

番

知
的
障
害
者
適
所
授
産
施
設

み
ど
り
園
　
園
崇
を
開
催

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
を
お
誘

い
の
上
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
み

ん
な
で
待
っ
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
2
8
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

※
雨
天
の
場
合
、
時
間
の
変
更

が
あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
園
　
（
芦
屋

町
緑
ヶ
丘
）

●
内
　
容
　
出
店
、
バ
ザ
ー
、

園
生
発
表
、
バ
ン
ド
演
奏
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
バ
ナ

ナ
の
叩
き
売
り
、
大
抽
選
会

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
園
℡

2

2

3

局

3

3

1

1

番

監ふ「響竿、？
●この写真の場所はどこにあるの●

①水巻町②芦屋町③遠賀田（動岡垣町

○ハガキにクイズ答えと住所、氏名、年齢、
を書いて、10月31日までに〒807－8501

（住所不要）水巻町役場広報広聴係へ送
ってください。

☆正解者の中から抽選で3人に500円分の
図書券をプレゼントします。

9月間8号の爵元と朝野

のぼる石段。大山砥神社は俗
に「山の神」と言われ、水巻

田①水巻町
●応募総数　22

●正解総数　22

ト荒牧一男（緑ヶ丘）撃撃墜空ら単重野軽

ト坂井円香（高松）

ト日中駿（おかの台）宣讐禁認諾票暫

9　康広報みずまき2001．10．10



健康づくりシリーズ◎

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に

世
界
の
長
寿
国
と
な
っ
た
日
本
。
で
も
、
老
後
の
不
安
の
一
つ
と
し
て
寝

た
き
り
問
題
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に
心
を
配
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

た
と
え
病
気
に
な
っ
て
も
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
に
よ
っ
て
寝
た
き

り
は
充
分
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
1
乗
車
脳
卒
中
と
骨
折
予
防

食
事
、
運
動
、
休
養
を
柱
に
健
康
な

生
活
習
慣
を
心
が
け
、
定
期
健
診
を
受

け
て
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

努
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

第
2
条
÷
過
度
の
安
静
逆
効
果

一
週
間
寝
込
ん
だ
だ
け
で
寝
た
き
り

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
静
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
し
、
体

を
動
か
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

第
＝
桑
療
リ
ハ
ビ
リ
は
早
期
開
始

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
全
身
の

状
態
が
よ
け
れ
ば
、
発
作
後
一
週
間
以

内
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始

し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

第
4
桑
轟
く
ら
し
の
中
で
の
リ
ハ
ビ
リ

食
事
や
排
泄
、
着
替
え
な
ど
日
常
生

活
の
中
で
基
本
的
な
動
作
を
で
き
る
範

囲
で
な
る
べ
く
元
気
な
こ
ろ
と
同
じ
よ

う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

第
5
桑
療

寝
・
食
分
け
て
生
活
に

メ
リ
と
バ
リ

ア
イ
デ
ア
生
か
し
た

朝
起
き
た
ら
き
ち
ん
と
着
替
え
て
身

だ
し
な
み
を
整
え
、
食
事
の
時
間
は
、

食
堂
へ
い
く
な
ど
の
生
活
の
メ
リ
ハ
リ

が
必
要
で
す
。

第
6
桑
姦
自
立
の
気
持
ち
を
大
切
に

時
間
が
か
か
っ
て
も
、
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
実
行
し
て
も
ら
う
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ベ
ッ
ド
か
ら
移
ろ
う
移
そ
う

．
5
－
．
5
ｉ
車
イ
ス
、
機
器
の
活
用

車
イ
ス
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど

を
活
用
し
、
短
時
間
で
も
ベ
ッ
ド
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
生
活
範

囲
が
広
が
り
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

．
き
ｌ
ｌ
弓
ヂ
Ｙ
住
ま
い
の
改
善

転
倒
予
防
の
た
め
に
で
き
．
る
だ
け
動

き
や
す
く
住
み
や
す
い
住
環
境
に
改
善

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
ｇ
桑
㌍
防
ご
う
閉
じ
こ
も
り

家
庭
や
社
会
の
中
で
何
ら
か
の
役
を

も
ち
主
体
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
予

防
に
な
り
ま
す
。

第
柑
桑
尋
進
ん
で
利
用

在
宅
の
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
の
和
、

地
域
の
輪
を
広
げ
て
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●加入資格　国民年金の第1号被保険者で保険料を納

めている人（免除されている人は含みません）

●掛金・年金額　選択する給付の型、口数、加入時の

年齢、男女の別によって決まります。また、掛金は

全額が社会保険料控除の対象になり、受け取る年金

には、公的年金等控除が適用されます。

【35歳の男性の加入例】

35歳から60歳まで終身年金Ａ型で1ロカロ人の場合。

（掛金は月額9，630円）

※Ａ型とは保証期間中に亡くなった場合、80歳までの

残り期間分を遺族が一時金として受け取ることがで

きる保証期間付きの型のことを言います。

終
身
お
受
け
取
り

老後の生活設計に毛うひとつの守旧をプラス

良民互恵
＿基金‾

国民年金基金は、自営業の人などが将来、充実した年金が

受けられるように国民年金の上積み給付を行う制度です。

種矧は終身年金と確定年金の2つで、それぞれ5種類の給

付の型があります。また、口数制なので、現在と将来の生活

に合わせ、年金を自由に設計できます。

阜広報みずまき2001．10．1010
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79

町内で頭張つ

志
望
校
合
格
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

勉
強
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
け
ば
成
績
は
上
が
り
ま
す
。

ｌ▼■■■．▼‾

ている執、人を紹介するコ一戸です

プロフイール

長谷川知幸さん仲間市）

昭和49年10月16日生まれ、26歳

血液型ＡＢ型／てんぴん座

遠賀進学塾

●この仕事についたきっかけを教えてくださし㌧

学生の時にアルバイトで学習塾の講師をしていたのですが、そこは商

業主義なところがあって嫌になることもありました。親御さんにあまり

経済的な負担をかけずに勉強のコツとか教えていくには「自分で学習塾

を開くしかない」と思いここを始めました。

●この仕事で大変身こと、寛をつけていることばありますれ

小学校6年と中学生を対象に教えているのですが、この4年間という

のは、その手の人生にとって重要な時期です。やはり、そういう重要な

時期の亨を預かっているということが大変なことですよね。

また、撫業のタイミング・進む速さについても気をつけています。

「学校の授業との関係」や「亨どもたちの習熟度」に注意して総合的に

判断しています。

●仕事をしていてうわいｌと感じるときばありますか。

亨どもたちの成績が上がっていくのがやっぱりうれしいです。子ども

によって能力の差があるのは事実ですが、共通して言えることは、しっ

たてて努力し、勉強のコツをつかんでいけば必ず成績が上が

っていくということです。

●この仕事をしていぐうまで題辞としていることば。

塾の目標は「全員が志望校に合格する」です。その日標に向けて、子

どもたちと一緒にチャレンジしています。未来を明るくするような、子

どもを育てていくため、毎年全力投球で頑張っています。

●林がぽどのようにすごしてＣｌますか。

スポーツが好きですので、休日はジョギングしたリスポーツ観戦にで

かけています。

′一、

週
間
の
旅
行
に
で
か
け
た
隣
の
家
族
は
、
芝
生

に
水
を
か
け
る
よ
う
に
私
に
頼
ん
だ
。
な
ぜ
か

芝
生
の
一
部
が
す
ぐ
に
茶
色
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
数
年
前
、
一
週
間
京
都
に
行
っ
て
い
た
友

人
が
植
物
を
世
話
す
る
よ
う
に
私
に
頼
ん
だ
。

植
物
の
半
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
友
人
は
そ

の
早
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。
「
一
週
間
だ
け
で
、

ど
う
や
っ
て
こ
れ
を
殺
し
た
と
い
う
の
」
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
水
巻
の
家
の
周
り
に
植

物
を
植
え
る
興
味
は
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
雑

草
を
ほ
っ
と
き
、
そ
れ
は
　
「
自
然
の
庭
だ
」
と

み
ん
な
に
言
っ
て
い
た
。
で
も
そ
の
言
い
訳
が

な
か
な
か
通
じ
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
、
本
格

的
に
植
物
を
植
え
よ
う
と
決
心
し
た
。
私
は
ガ

ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー
で
様
々
な
植
物
を
買
い
、
店

員
や
友
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
慎
重
に
従
っ
た
。

し
か
し
、
だ
め
だ
っ
た
。
一
つ
の
植
物
は
割

と
元
気
に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
隣
の
植
物
は

だ
ん
だ
ん
弱
く
な
り
、
そ
の
隣
は
す
ぐ
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
私
は
必
死
に
な
っ
た
。
「
私
は
絶
対

に
立
派
な
庭
を
作
る
ぞ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
。
新
し
い

植
物
を
取
り
入
れ
た
り
、
違
う
水
の
か
け
方
を

ヰ

て
知
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
2

直
　
物
界
で
は
、
私
は
多
分
「
殺
し
屋
」
と
し

試
し
た
り
し
て
頑
張
っ
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
、

ほ
と
ん
ど
の
植
物
が
元
気
に
な
り
、
ぐ
ん
ぐ
ん

伸
び
て
き
た
。
特
に
、
き
れ
い
な
葉
っ
ぱ
を
持

つ
種
類
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
で
て
き
た
。

誇
り
の
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で
、
私
は
毎
日
友

だ
ち
に
な
っ
た
植
物
を
見
守
っ
て
い
た
。
通
り

か
か
っ
た
人
た
ち
も
誉
め
て
く
れ
た
。
あ
る
日
、

一
人
の
お
じ
さ
ん
が
私
の
　
「
庭
」
を
じ
っ
く
り

眺
め
た
。
彼
の
褒
め
言
葉
を
期
待
し
て
い
た
。

よ
う
や
く
、
彼
が
喋
っ
た
　
「
そ
れ
は
雑
草
ば
い
」
。

「
え
え
っ
？
ど
こ
で
す
か
？
」
私
は
驚
い
て
聞
い

た
。
き
れ
い
な
葉
っ
ぱ
の
元
気
な
植
物
を
指
し

な
が
ら
　
「
こ
れ
は
雑
草
ば
い
。
こ
の
雑
草
を
と

ら
ん
と
い
か
ん
ば
い
」
と
彼
は
言
っ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
や
は
り
、
園
芸
に
向
い

て
い
な
い
と
思
っ
た
。
で
も
、
同
時
に
、
私
は

悟
っ
た
。
雑
草
と
は
な
ん
だ
？
こ
れ
は
き
れ
い

な
植
物
だ
ろ
う
。
母
な
る
自
然
か
ら
の
贈
り
物

じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
も
一
生
懸
命
に
生
き
よ
う

と
し
て
い
る
。
生
き
る
価
値
の
な
い
　
「
雑
草
」

と
呼
ぶ
権
利
が
私
た
ち
人
間
に
あ
る
の
か
？

い
や
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
た
だ
の

雑
草
だ
。
で
も
、
も
う
、
そ
れ
を
取
る
の
は
、

め
ん
ど
く
さ
い
だ
け
だ
。
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町の職員、ラルフ・シュリオックさんに町の

暮らしの中で思ったことや国際化について感じ

ていること、町の人々とのふれあいのことなど

を言吾ってもらいます。
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ゆ
と
り
、
ぬ
ぐ
畠
り

侠
普
ら
し

入
居
の
申
し
込
み
は
1
0
月
1
2
日
ま
で
。

お
早
め
に
ど
う
ぞ

裁
量
階
層
世
帯
は

収
入
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す

●平成13年度第2回町営住宅（空家）入居者募集戸数
町営住宅 種別 ｌ 構造 】　　 間取 り 】 家　 賃

‾．1

高　 松 改 良 中耐 5 階建 6 ・4 ．5－4 ．5 －Ｋ （3、4 、5階）

16，00 0 円

～

17，00 0 円

…翌 誉

捧農業細 巌
慈痘葦葦

鍵 亙 。 改良 中耐 5 階建

6 －6 －6 －Ｋ （5 階） 20，00 0円
惑曇慧道箪攣置潰

●華 イス対応住宅
6 －6 －ＬＤＫ （1階） 2 1，00 0円

※率黒幕ぺ欝
ナ忘憂☆よ誉※

書 、囲 ′ 改良 中耐 5 階建 6 －6 －ＤＫ （2 、射囁 12．00 0円
濠慾義焦磐

公 営 中耐 4 階建 6 －ＤＫ （1 階）

9 ，90 0円

～

2 17 0 0円

麗 盛

●高松 ・吉田 ・二は、駐車場有 り （有料）

合　 計
ｔ裁誉菊

露蒜霞義義壷這

●二町営住宅は表中の家賃の範囲内で入居・者の収入に応 じて
家賃設定します。

●収入基準の年収早見表／年間総収入額（税込）
※給与所得者が一人で、そのほかに収入のある人がなく、また、同居及び扶養親族の控除以外には
各種の控除がない場合。

焉晶
収入日銀

欒込 者以外 αウ同居 ・扶養親族 のぷ数

－　 0 人 1 人 2 人 3 人 4 人

一 般
200，000円 3，675，999円 4，15 1，999円 4，627，999円 5，103．999円 5．575，999円

以下 1　　　 以下 以下 以下 以下 以下

裁 量 268，000円
以下

4，695，999円
以下

5．17 1．999円 5，647，999円 6，123，999円 6，595，999円
以下 以下 以下 以下

●
申
し
込
み
受
付
期
限

1
0
月
1
2
日
　
（
金
）

●
公
開
抽
選
日

日
月
8
日
　
（
木
）

●
入
居
可
能
日

日
月
1
5
日
　
（
木
）

●
申
し
込
み
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
。

②
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
は
、
同
居
し
ょ
う
と
す
る
親
族
が

あ
る
こ
と
。
（
結
婚
予
定
者
を
含
み
ま
す
）

③
申
込
者
と
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計
が

入
居
収
入
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。
（
上

の
収
入
基
準
の
年
収
早
見
表
を
参
照
く

だ
さ
い
）

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
家
賃
な
ど
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
確
実

な
連
帯
保
証
人
が
一
人
い
る
こ
と
。

⑥
入
居
す
る
世
帯
の
全
員
が
、
町
営
住
宅

内
で
円
満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

⑦
町
税
、
水
道
料
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

高
齢
者
な
ど
の
住
み
替
え
も

受
け
付
け
ま
す

町
営
住
宅
五
階
建
の
三
階
以
上
に
居
住

す
る
高
齢
者
な
ど
で
、
同
じ
町
営
住
宅
の

二
階
以
下
に
住
み
替
え
を
希
望
す
る
人
の

入
居
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
条
件
や
入
居
の
と
き
の
費
用
負
担

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
住
宅

管
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど
は
裁
量
階

層
世
帯
と
呼
ば
れ
、
収
入
基
準
が
緩
や
か

に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な

世
帯
の
こ
と
で
す
。

●
満
5
0
歳
以
上
ま
た
は
満
5
0
歳
以
上
及
び

満
1
8
歳
未
満
の
人
か
ら
な
る
世
帯

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
い
る

世
帯

▽
身
体
障
害
者
　
（
身
体
障
害
者
手
帳
一
～

四
級
）

▽
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
　
（
恩
給
法
別
表
の
特
別
項
症
～
六
項

及
び
第
一
款
症
）

▽
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
医
療
給
付
に
関
す
る
厚
生
大

臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▽
海
外
か
ら
の
引
揚
者
　
（
厚
生
大
臣
の
証

明
し
た
人
）
　
で
本
邦
に
引
き
揚
げ
た
日

か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な

い
人

▽
精
神
障
害
者
　
（
精
神
障
害
者
保
健
手
帳

一
、
二
級
程
度
）

▽
知
的
障
害
者
　
（
療
育
手
帳
重
度
ま
た
は

中
程
度
）

申
し
込
み
は
住
宅
管
理
係
へ

早
め
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

入
居
申
込
用
紙
は
役
場
二
階
の
住
宅
管

理
係
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
に

際
し
て
準
備
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
は
一
世
帯
一
戸
に
限
り
ま
す
。

●
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
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「

車
イ
ス
利
用
者
に
対
し
て
配
慮
し
た
住
居
、

「
車
イ
ス
対
応
住
宅
」
　
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
、
障
害
者
と
そ
の
介
護
者
が
よ

り
快
適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
鯉
口
町
住
を
改
良
し
た
車
イ
ス
対

応
住
宅
を
整
備
し
ま
し
た
。

●
募
集
戸
数
　
1
戸

●
受
付
期
限
　
1
0
月
1
2
日
（
金
）

●
公
開
抽
選
　
日
月
8
日
（
木
）

●
入
居
可
能
日
　
日
月
1
5
日
（
木
）

●
入
居
資
格

①
前
の
ペ
ー
ジ
　
（
1
2
ペ
ー
ジ
）
　
に
あ
げ
た

町
営
住
宅
の
入
居
資
格
を
満
た
し
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

②
車
イ
ス
を
常
時
使
用
し
て
い
る
人
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

へ
ノ

る
重
度
障
害
者
　
（
一
～
二
級
程
度
）
　
ま

た
は
、
ほ
か
の
法
で
同
程
度
の
障
害
と

判
断
さ
れ
る
人
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
。

※
入
居
資
格
審
査
の
た
め
、
医
師
の
診
断

書
な
ど
判
定
に
必
要
な
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
車
イ
ス
対
応
住
宅
の
特
別
申
込
み
で
は
、

一
般
公
募
の
入
居
希
望
者
に
加
え
、
町
営

住
宅
か
ら
の
住
替
希
望
者
の
申
込
み
も
受

け
付
け
ま
す
。

●
申
込
方
法

入
居
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
居
資
格
審
査
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て

住
宅
管
理
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

送
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

ナイターグランドゴルフ大会
●9月12日●総合運動公園グラウンド●参加者94人

①今里国弘②山口敏雄③高須慶一⑥谷由文⑤宮原末止

ナイターターゲットバードゴルフ大会
●9月13日●総合運動公園グラウンド●参加者41人

①佐渡原忠②野々上隆昌③宮崎義幸④成清敬⑤中村弘

投票日は11月11日⑧です。
忘れずに大切な一票を投じましょう。

立
候
補
予
定
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
0
月
2
3
日
（
火
）
午
後
2
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
役
場
三
〇
二
会
議
室

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
昭
和
5
6
年
日
月
1
2
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
1
3
年
8
月
5
日
ま
で
に
転
入
届
を
出
し
、
引

き
続
い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

仕
事
や
旅
行
で
投
票
日
に
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
水
巻
町
役
場

一
〇
一
会
議
室
（
下
記
地
図
参
照
）
　
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の
病
院
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
期
　
間
　
日
月
6
日
⑪
～
日
月
1
0
日
㊤
（
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後

8
時
ま
で
）

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
　
（
身
体
障
害
者
手
帳
一

・
二
級
程
度
）
　
で

投
票
所
に
い
け
な
い
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前
も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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生活　報
水巻町役場

℡20114321
匝図201－4423

中央公民館℡201－0401
固201－0411

南部公民館℡202－2472

総合運動公園
♭スポーツ振輿係℡201－4000
♭テニスコート　℡201－5757

ＬｌきＬｌきほ－る

♭健康推進係℡202－3212
圃202－3621

♭社会福祉協議会
蜜驚202－3700

固202－3708

図書館・歴史資料館
♭図書館　　℡201－5000

囲201－0995

♭歴史資料館蜜蟄201－0999

子育て支援センター
℡203－5772

児童少年相談センター
℡203－1555

えぶり山荘℡202－6230

障害者福祉センター
℡201－0794

コスモスまつりのため

みどり九はあー＜の
刺円ができません

コスモスまつりの会場準備など

のため、みどりんばあ－くの利用

ができません。ご迷惑をおかけし

ますが、ご協力をお原軋1します。

●と　き10月17日（水）～24日

（水）

●問い合わせ　役場都市計画係

⑨広報みずまき2001．10．1014

ｅ
お
知
ら
せ

お
忘
れ
な
く

個
別
の
健
康
診
至
は
相
月
ま
で

個
別
の
健
康
診
査
（
基
本
健
康

診
査
の
み
）
を
町
内
の
医
療
機
関

で
1
0
月
3
1
日
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。
健
康
推
進
係
が
郵
送
し
た
ハ

ガ
キ
を
持
参
し
て
受
診
く
だ
さ

1
．
、
、
．

－
Ｖ※

す
で
に
集
団
検
診
を
受
け
た
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
3
0
～
3
9
歳
の
国
保
の
若
人
健
診

対
象
者
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
ほ
ー

る
健
康
推
進
係

10月17日から
県の最低賃金が
改正されます
●新しい最低賃金

1　日［＞5，143円
1日寺問臣　643円

●問い合わせ　福岡労働局労働基準部賃
金課忠（092）411－4578

戦
傷
病
者
等
の
妻
の

み
な
さ
ん
へ

次
の
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
人
に

は
、
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

【
第
二
十
回
特
別
給
付
金
】

▼
対
象
者
　
平
成
5
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
1
3
年
4
月
1
日
ま
で

の
間
に
、
戦
傷
病
者
と
婚
姻
し

た
妻
ま
た
は
夫
が
戦
傷
病
者

（
第
5
款
症
以
上
）
　
と
認
め
ら

れ
た
妻

▼
支
給
内
容
　
額
面
1
5
万
円
、
5

年
償
還
の
記
名
国
債
（
軽
傷
者

は
半
額
）

【
第
十
三
回
特
別
給
付
金
】

▼
対
象
者
　
第
六
回
特
別
給
付
金

ぬ
号
、
第
十
二
回
特
別
給
付
金
、

第
十
五
回
特
別
給
付
金
の
受
給

権
者
で
平
成
5
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
8
年
9
月
3
0
日
ま
で
の

間
に
、
戦
傷
病
者
等
の
夫
が
平

病
死
（
公
務
傷
病
以
外
の
原
因

に
よ
り
病
死
）
　
さ
れ
た
妻

▼
支
給
内
容
　
額
面
5
万
円
、
5

年
間
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限
　
平
成
1
6
年
9
月
3
0

Ｒ
Ｈ

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
民
生
児
童

係も
し
も
の
時
は

当
番
医
に
お
ま
か
せ

遠
賀
中
間
医
師
会
で
は
、
救
急

患
者
に
つ
い
て
電
話
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
医
師
を
、
当
番
制

で
置
い
て
い
ま
す
。

当
番
医
が
状
態
を
お
聞
き
し
、

そ
の
医
師
が
診
察
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
し
、
他
の
医
師
を
紹
介
す

「

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
当
番
医
が
緊
急
の
往
診

な
ど
で
不
在
の
場
合
が
あ
り
え
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
午
後
6
時
～
1
0
時

●
当
番
医
電
話
番
号
　
2
0
1
局

9

9

9

9

番

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

●
対
　
象
　
県
内
在
住
の
原
子
爆

弾
被
爆
者
二
世
で
受
診
を
希
望

す
る
人

●
実
施
機
関
　
西
日
本
産
業
衛
生

会
北
九
州
健
診
診
療
所
（
小
倉

北
区
大
門
）
　
℡
5
6
1
局
0
0

3

0

番

●
実
施
期
限
　
平
成
1
4
年
2
月
2
8

日
　
（
た
だ
し
、
第
2
・
4
土
、

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
受
診
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
福

祉
部
健
康
対
策
課
℡
　
（
0
9
2
）

6

2

2

局

0

7

1

6

番

（

マ
イ
・
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
0
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
の

強
化
月
間
で
す
。

近
年
、
生
活
の
利
便
性
を
追
求

す
る
あ
ま
り
、
ゴ
ミ
の
排
出
量
は

増
加
す
る
一
方
で
す
。
私
た
ち
一

人
一
人
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
買
い
物
の
際
に
は
、
買
い
物
袋

を
持
参
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
商
品
な
ど
を
販
売
す
る
際
に

は
、
レ
ジ
袋
な
ど
の
削
減
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ご
み
と
資
源
を

考
え
る
福
岡
県
民
会
議
℡
　
（
0

9

2

）

　

6

4

3

局

3

3

7

1

番

何
が
釣
れ
る
が
な

お
ん
が
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会

西
川
の
川
岸
で
釣
り
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
コ
イ
・
フ
ナ
・
ハ
ゼ

な
ど
各
部
門
の
表
彰
の
ほ
か
参
加

賞
、
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
や
遠
賀
特

産
野
菜
入
り
の
団
子
汁
の
試
食
会

も
あ
り
ま
す
。

●
と
　
き
五
月
3
日
（
土
）
午

前
7
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
西
川
（
島
門

橋
～
花
園
橋
）

※
受
付
は
、
午
前
7
時
～
9
時
に

遠
賀
町
役
場
（
遠
賀
町
大
字
今

古
賀
）
　
で
行
い
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
資
格
　
小
学
生
以
上
（
1

人
1
本
釣
り
竿
持
参
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
産
業
課

℡

2

9

3

局

1

2

3

4

番



知
っ
て
い
ま
す
か
労
働
保
険

入
っ
て
い
ま
す
か
あ
な
た
の
職
場

′
一
、

1
0
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す
。
従
業
員
を
一
人
で
も
雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
加

入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
事
業
主

は
、
従
業
員
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
　
で
加
入

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
福

岡
労
働
局
労
働
保
険
適
用
室
℡

（

0

9

2

）

　

4

3

4

局

9

8

3

3
番
へ

元
気
大
盛
り
！

ご
は
ん
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
と
　
き
　
1
0
月
2
7
日
　
（
土
）
、

2
8
日
（
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時

●
と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
若
松
区
竹
並
）

●
内
　
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一

緒
に
も
ち
つ
き
大
会
や
米
飯
学

校
給
食
ク
イ
ズ
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
農
政
部

農
業
振
興
課
℡
　
（
0
9
2
）
　
6

5

1

局

1

1

1

1

番

子
育
て
支
援
大
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ

●
と
　
き
　
日
月
4
日
（
日
）
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
Ｆ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
　
（
田
川
市
伊
田
石

炭
記
念
公
園
内
）

※
同
時
開
催
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
　
（
春
日
市
原
町
）

●
内
　
容
　
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や

ス
ク
リ
ー
ン
紙
芝
居
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
地
域
福

祉
振
興
基
金
℡
　
（
0
9
2
）
　
5

8

2

局

2

3

9

6

番

九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）

着
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

●
と
　
き
　
日
月
1
0
日
　
（
土
）
午

後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
）

●
内
　
容
　
吉
村
作
治
さ
ん
　
（
早

稲
田
大
学
教
授
、
エ
ジ
プ
ト
考

古
学
者
）
　
の
記
念
講
演
や
陳
敏

さ
ん
　
（
女
性
胡
弓
奏
者
）
　
の
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど

●
定
　
員
　
七
百
人
（
先
着
順
）

「

●
申
込
方
法
　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
後

日
、
入
場
整
理
券
を
送
付
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福

岡
県
総
務
部
国
立
博
物
館
対
策

室
（
〒
八
一
〒
ｌ
八
五
七
七
福
岡
県
庁
）

℡

　

（

0

9

2

）

　

6

4

3

局

3

1

1

9

番

囲

　

（

0

9

2

）

　

6

4

3

局

3

1

2

2

番

甲
ｍ
ａ
ｉ
－
‥
平
等
㊥
ｐ
ａ
ｒ
．
Ｏ
ｄ
ｎ
．
ｎ
ｅ
．
ｊ
ｐ

ご注意ください

は九州電気保

深安協会の

北
筑
前
養
護
学
校
の
文
化
祭
と

体
験
学
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

【
文
化
祭
】

●
と
　
き
　
日
月
3
日
　
（
土
）
　
午

前
9
時
2
0
分
～
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
北
筑
前
養

護
学
校
（
古
賀
市
千
鳥
）

●
内
　
容
　
学
習
発
表
会
、
児
童

生
徒
作
品
展
、
バ
ザ
ー
な
ど

【
体
験
学
習
】

●
対
　
象
　
平
成
1
4
年
度
の
新
小

学
1
年
生
～
中
学
3
年
生

●
と
　
き
　
1
1
月
2
1
日
　
（
水
）
、

1
2
月
5
日
　
（
水
）
、
1
2
日
　
（
水
）

午
前
9
時
～
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
北
筑
前
養

護
学
校
（
古
賀
市
千
鳥
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
上
靴
、
体

操
服
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
北
筑

前
養
護
学
校
℡
　
（
0
9
2
）
　
9

4

3

局

8

6

7

4

番

スポーツの献、到来

参り者
200休等町オープンテコ大会

●と　き　10月28日（日）

午前8時から

●ところ　総合運動公園テ

ニスコート

●種　目　硬式（男子ダブ

ルス・女子ダブルス）

●参加資格　オープン（高

⑳　　　　校生以上）

●募集定員　男女各16組（先着順）

●エントリー料1組2，000円

●申込期間10月15日（月）～19日（金）

●申し込み・問い合わせ　総合運動公園

テニスコート

バドミントンき楽日も5大会
●と　き11月4日（日）午前9時から

●ところ　町民体育館

●対　象　小学生以上

●試　合　ダブルス（上級、中級、初級、

小・中学生の部）

●参加料　無料

●申込期限10月29日（月）

●申し込み・問い合わせ　総合運動公園

スポーツ振興係または町民体育館（当

日の申し込みもできます）

鳩ピーチ相川レ配本大会
●と　き11月23日（金）

※受付は午前8時～9時

●ところ　町民体育館

●参加料　無料

●申込期限

11月5日（月）

●申し込み・問い合わせ

総合運動公園スポーツ振興係

い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
思
い
や
り

臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

「
万
一
の
時
」
は
考
え
た
く
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

の
時
は
既
に
、
自
分
で
は
意
思
を

伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
が
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
「
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は

全
国
の
市
町
村
役
場
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
㈱
日
本
臓
器
移

植

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

盃

0

1

2

0

・

2

2

0

・

1

4

9

ま

た

は

㈲
福
岡
県
臓
器
バ
ン
ク
℡
　
（
0

9

2

）

　

6

3

3

局

3

1

0

6

番

15＠広報みずまき2001．10．10



市、行橋市、豊前市、鞍手郡、京都郡、築上郡

の22市町村で構成する福岡県北東部地方拠点都

市地域は、この地域のシンボルとして、地域の

地図の形にちなんで「きりん」キャラクターを

作りました。

この「きりん」にみんなから愛される、かわ

いい名前をつけてください。

●応募方法　官製ハガ幸に、愛称とその理由、

氏名、生年月日、性別、住所、電話番号、職

業、メールアドレスを記入し、㈱西部九広

「きりん愛称募集係」（〒802－0001小倉北区

浅野2－6－16）に郵送してください。

※ハガキ1枚つき1点

●応募期限10月30日（火）

●賞金など　愛称採用者に50，000円（高校生以

下は同額の図書券）

●問い合わせ　福岡県北東部地方拠点都市地域

整備推進協議会事務局℡582－2156

●
対
　
象
　
高
等
学
校
を
平
成
1
4

年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
試
験
日
　
1
2
月
2
1
日
（
金
）

●
受
付
期
限
　
日
月
2
6
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
福
岡

高
等
技
術
専
門
校
℡
　
（
0
9

2

）

　

6

8

1

局

0

2

6

1

番

ｅ
毒
　
素

自
治
医
科
大
学
（
医
学
部
）

入
学
者
募
集

●
受
験
資
格
　
高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

人
お
よ
び
平
成
1
4
年
3
月
に

卒
業
見
込
み
の
人
な
ど

●
試
験
日
　
平
成
1
4
年
1
月
2
8
日

（月）

●
受
付
期
間
　
平
成
1
4
年
1
月
4

日
（
金
）
　
～
2
2
日
　
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
福

祉
部
保
健
福
祉
課
℡
　
（
0
9

2

）

　

6

4

3

局

3

2

3

8

番

熱
意
の
あ
る
人
待
っ
て
い
ま
す

自
衛
隊
生
徒
募
集

防
衛
庁
で
は
、
来
年
4
月
上
旬

入
校
の
自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま

す
。

●
応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
（
見

込
）
　
1
7
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間
　
日
月
5
日
　
（
月
）

～
平
成
1
4
年
1
月
4
日
（
金
）

●
待
遇
な
ど
　
修
学
年
限
4
年
。

卒
業
時
高
等
学
校
卒
業
資
格
を

取
得
し
、
3
等
陸
・
海
・
空
曹

に
任
命
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務

所

℡

2

2

3

局

0

9

8

1

番

秋
の
山
口
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

海
峡
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

●
と
　
き
　
日
月
1
8
日
（
日
）

●
行
き
先
　
山
口
県
豊
浦
郡

●
内
　
容
　
菊
川
町
文
化
産
業
ま

つ
り
で
の
交
流
や
豊
田
町
農
業

公
園
の
視
察
な
ど

●
参
加
費
　
千
七
百
円
（
昼
食
代

含
む
）

●
定
　
員
　
9
0
人
程
度
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
、

日
月
1
5
日
ま
で
に
山
口
・
福

岡
海
峡
交
流
圏
推
進
協
議
会

（
〒
七
五
千
〇
八
三
下
関
市
貴
船

町
三
－
二
－
一
下
関
県
民
局

内
）
　
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
山
口
・
福
岡
海

峡
交
流
圏
推
進
協
議
会
℡

（

0

8

3

2

）

　

3

5

局

8

7

9

1
番

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
科
目
　
自
動
車
整
備
科
、

空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ

ザ
イ
ン
科
、
電
子
計
算
機
科
、

電
気
設
備
科

（

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校

専
門
課
程
の
学
生
募
集

●
募
集
科
目
　
機
械
シ
ス
テ
ム

系
、
居
住
シ
ス
テ
ム
系
、
電

気
電
子
シ
ス
テ
ム
系
、
情
報

シ
ス
テ
ム
系

●
対
　
象
　
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
平
成
1
4
年
3
月

に
卒
業
見
込
み
の
人

●
試
験
日

▽
推
薦
入
試
　
日
月
1
5
日
（
木
）

▽
一
般
入
試
　
平
成
1
4
年
2
月
5

日
（
火
）

●
受
付
期
間

▽
推
薦
入
試
　
1
0
月
2
6
日
　
（
金
）

～
日
月
5
日
　
（
月
）

▽
一
般
入
試
　
平
成
1
4
年
1
月
日

日
（
金
）
　
～
2
5
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
九
州
職
業
能
力

開
発
大
学
校
℡
9
6
3
局
0

1

2

5

番

◎
講
座
・
講
演

遠
賀
郡
体
育
協
会
創
立
5
0
周
年

記
念
講
演
会
を
行
い
ま
す

●
と
　
き
　
日
月
日
日
（
日
）
午

（

後
1
時
～
2
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
広
渡
）

●
演
　
題
　
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
予

防
と
対
応

●
講
　
師
　
松
永
等
さ
ん
　
（
黒
崎

整
形
外
科
病
院
理
事
長
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
体

育

協

会

℡

2

0

1

局

4

0

0

0
番

求
職
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

福
岡
県
で
は
、
身
体
障
害
者
の

就
職
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
（
肢
体

不
自
由
者
・
視
覚
障
害
者
・

聴
覚
障
害
者
）
　
で
、
現
在
仕

事
を
求
め
て
い
る
人
や
現
に

働
い
て
い
る
人
で
、
パ
ソ
コ

ン
技
能
を
身
に
つ
け
て
仕
事

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
人
。

た
だ
し
、
通
常
の
キ
ー
ボ
ー

ド
や
マ
ウ
ス
の
使
用
が
可
能

な
人
。

※
視
覚
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
画

面
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
を
使
用

し
、
聴
覚
障
害
者
に
つ
い
て

は
、
手
話
通
訳
者
を
配
置
し

ま
す
。

●
期
　
間
　
各
講
座
と
も
1
1
月
か

ら
平
成
1
4
年
3
月
ま
で
う
ち

1
6
日
間
（
4
8
時
間
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福

同
県
生
活
労
働
部
新
雇
用
開

発

課

℡

　

（

0

9

2

）

　

6

4

3

局

3

5

9

3

番

経
済
学
講
座

景
気
回
復
に
向
け
た
経
済
動
向

●
と
　
き
　
1
0
月
3
0
日
（
火
）
午

後
2
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ

テ
ル
　
（
小
倉
北
区
大
門
）

●
講
　
師
　
斎
藤
貞
之
さ
ん
　
（
北

九
州
市
立
大
学
経
済
学
部
教

授
）

※
参
加
費
は
無
料
。
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福

岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務

所

℡

5

9

2

局

3

5

0

7

番

◎
　
相
　
談

真
心
こ
も
っ
た
行
政
の
た
め
に

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

1
0
月
1
5
日
か
ら
2
1
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。
国
や
県
、
役

場
な
ど
の
行
政
に
つ
い
て
要
望
や

苦
情
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
1
5
日
（
月
）
午

後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
い
き
い
き
ほ
ー
る

●
相
談
員
　
行
政
相
談
員
　
永
沼

英
和
さ
ん
　
（
伊
左
座
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
庶
務
係
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こ

ん

に

ち

は

児
童
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す

水
巻
町
児
童
少
年
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
1
9
歳
ま
で
の
未
成
年
や

そ
の
親
御
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

面
接
や
電
話
に
よ
る
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
事
情
に
よ
っ
て

は
訪
問
も
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

の
に
相
談
相
手
が
い
な
い
。

▼
子
ど
も
の
い
じ
め
や
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
、
非
行
な
ど
で
困

っ
て
い
る
け
ど
子
ど
も
に
ど
ん

な
ふ
う
に
接
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
。

▼
親
自
身
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

抱
え
て
、
充
分
に
子
ど
も
に
向

か
い
合
え
な
い
な
ど
。

●
と
こ
ろ
　
梅
ノ
木
団
地
5
5
番

●

電

話

番

号

　

2

0

3

局

1

5

5

5
番

●

Ｆ

Ａ

Ｘ

番

号

　

2

0

3

局

1

5

5

3

番

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談

身
体
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象

に
年
金
、
就
職
な
ど
の
暮
ら
し
の

こ
と
や
補
装
具
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
1
9
日
　
（
金
）
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
中
央
公
民
館

（
芦
屋
町
中
ノ
浜
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
身
体
障
害

者
手
帳
と
印
鑑

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
民
生
児
童

係
援
護
業
務
移
動
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

恩
給
や
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援

護
な
ど
援
護
業
務
全
般
（
補
装
具

の
受
付
業
務
は
除
く
）
　
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
1
0
月
2
6
日
　
（
金
）
・
八
幡
西
区

役
所
（
八
幡
西
区
筒
井
町
）

▽
1
1
月
1
5
日
（
木
）
・
直
方
総
合

庁
舎
（
直
方
市
日
吉
町
）

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
国
保
・

援
護
課
援
護
係
℡
　
（
0
9
2
）

6

4

3

局

3

3

0

1

番

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い

親
と
子
の
な
や
み
相
談
会

県
で
は
、
「
児
童
相
談
所
」
「
子

ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
2
4
」
　
「
親
・

お
や
電
話
」
　
「
少
年
ア
シ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
」
　
の
4
つ
の
相
談
窓
口
と

共
同
で
、
青
少
年
の
た
め
の
合
同

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
0
月
2
7
日
（
土
）
　
～

2
9
日
（
月
）
午
前
9
時
～
午
後

5
時

●
と
こ
ろ
　
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福

岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
）

●
相
談
電
話
番
号
　
（
0
9
2
）

6

4

1

局

6

0

0

1

番

こ
れ
か
ら
の
海
外
留
学
・
生
活
の

セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

●
と
　
き
　
日
月
3
日
　
（
土
）
午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
立
中
央
市
民

セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
赤

坂
）

※
参
加
費
は
無
料
。
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ

Ｃ
Ｃ
異
文
化
交
流
協
会
一
山
0
1

2
0
・
9
1
9
・
5
5
9

◎
愛
の
お
く
り
毛
の

あ
り
が
と
う
ザ
し
さ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会

香
典
返
し
と
し
て

み
ず
ほ
　
故
・
大
山
　
昭
一
様

大
山
テ
ル
子
株

頃
末
北
　
故
・
松
本
ミ
チ
エ
様

松
本
大
次
郎
様

吉
田
一
故
・
日
野
山
良
雄
横

目
野
山
君
江
様

伊
左
座
　
故
・
深
谷
　
ゼ
ン
様

深
谷
　
進
様

二
　
　
　
故
・
永
田
　
ミ
ヤ
様

永
田
　
高
志
様

猪
熊
　
　
故
・
高
野
ミ
チ
子
株

村
上
　
博
子
様

二
　
　
　
枚
・
藤
原
　
芳
江
様

藤
原
　
清
　
様

吉
田
三
　
故
・
籾
井
　
英
別
様

籾
井
　
重
人
様

▼必要なもの

の市町村′

するとき　　　　　印

印鑑・国保と職場の保険証
職場の健康保険に

加入するとき

印鑑・保険証

死亡を証明するもの

▼必要なもの

死亡したとき

禁禁ｌ鵠　口…・・
世帯主が変わったとき、

世帯が分かれたり、一緒　印鑑・保険証
になったとき

修学や出稼ぎなどのため　印鑑・保険証
必要なとき　　　　　　　在学証明書など

運

問い合わせ●役場保険介護係℡201－4321

ＩＩ．ニー撃・・、・，随‘‾で
国保の届け出Ｉｄ4日以内に…

国民健康保険に入ったり、やめたりしたとき、また、家

族に異動があるときには、必ず14日以内に届け出をしな

ければいけません。この届け出が遅れると不都合なことが

生じることがあります。

▼必要なもの

ほかの市町村から

転入してきたとき

職場の健康保険を
やめたとき

印鑑・保護廃止通知書

子どもが生ま

生活保護を受けなくな

ったとき
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〇
一
・
竺
○
＼
一
〇
芦
違
法
澄
儲
馳
一

Ｃ

．

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

箭
淋
・
諏
識
＼
栄
職
日
茹
臆
岩
品
崇
型
里
謡
日
商
義
“
認
至
上
等
一
都
国
渦
縮
減
望
巣
鵬
日
茄
謝
浩
丁
↓
面
一
琳
一
朗
玲
（
○
∽
Ｕ
）
Ｎ
Ｏ
Ｔ
畠
Ｎ
Ｊ
 
ｍ
コ
聖
＼
∪
□
〓
－
ｍ
コ
聖

家庭での介護 Ｖｏｌ．6

起き上がりの介助

自然の働きに合わせて動かす

自分が起き上がるときの様子を思い出して

みてください。まず、床の中で、横を向いて

下になったほうのひじをついて、そこに力を

入れて起き上がるはずです。介助もその自然

の動きのままに動かせばいいのです。

ふとんの場合
①介護者はお年寄りに近いほうの足を曲げ、反対の足

を立てひざの形にしてしゃがむ。

②介護者の片方の手を、お年寄りの手前の肩から向こ

う側まで差し込む。

③もう片方の腕を、お年寄りの向こう側のわきの下か

ら背中にかけて差し込む。

④お年寄りの上半身を少しねじって、自分のほうに向

かせる感じで手前に向かせる。

⑤お年寄りを抱いたまま、ＬＵもろをつくような感じ

で体重を後ろに落とすと、自然にお年寄りは起き上

がる。

の
広
報
紙
は

再
生
紙
を

使
用
し
て
　
ま
す
　
Ａ
Ｔ

ベッドの場合
①介護者はお年寄りの上半身の部分に立ち、両足を左

右に広げる。

②介護者の片方の手を、お年寄りの手前の肩から向こ

う側まで差し込む（お年寄りに少し頭を上げてもら

うと、簡単に手が入ります）。

③もう片方の腕は、お年寄りのひざの下から両足を抱

えるように持つ。

④介護者は自分の腰とひざを伸ばして、体を回すよう

にして起こす。

⑤お年寄りがベッドのわきに腰かけ、足を床につけ、

上体が安定するのを確かめる。

※先月のこのコーナーでベッドの選び方について「木製の温か

みがある物がいい」と紹介しましたところ「木製よりお年寄

りや介護する人がつかめるパイプ式が経験上良かった」とい

う貴重な意見をいただきましたのでお知らせします。

－
一
．
－
一
一
・
㍍
拭
い
一

書
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な
ど
、

考
え
て
み
る
と
秋
は
　
「
●
●
の
秋
」
と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
　
「
読
書
の
秋
」
と
い
う
こ
と

で
図
書
館
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。
そ

う
い
え
ば
最
近
、
若
者
の
活
字
ば
な
れ

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と

い
う
私
も
本
を
あ
ま
り
読
む
こ
と
が
な

い
の
で
、
き
っ
と
　
「
若
者
の
活
字
ば
な

れ
」
　
の
　
「
若
者
」
　
に
入
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
取
材
で
図
書
館
に
行
っ
て
み

る
と
、
借
り
る
本
を
選
ん
で
い
る
人
の

楽
し
そ
う
な
顔
に
出
会
え
ま
し
た
。
そ

の
楽
し
そ
う
な
顔
に
つ
ら
れ
る
形
で
何

冊
か
本
を
借
り
た
私
。
読
み
終
り
、
次

に
借
り
る
本
を
選
ん
で
い
る
私
の
顔
は

楽
し
そ
う
な
顔
な
の
か
な
あ
。
苦
々
し

い
顔
な
の
か
な
あ
。
　
　
　
　
（
奥
田
）

■
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
来
、

報
復
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
な
い
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
ロ
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
…
。

そ
ん
な
中
、
オ
ノ
ヨ
ー
コ
さ
ん
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
全
面
広
告
を

掲
載
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
白
地

の
ペ
ー
ジ
に
イ
マ
ジ
ン
の
歌
詞
1
行

「
想
像
し
て
ご
ら
ん
。
人
々
が
平
和
に

暮
ら
す
こ
と
を
⊥

た
っ
た
1
行
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す

が
、
こ
の
行
為
は
人
々
に
強
烈
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

広
報
の
担
当
に
な
っ
て
半
年
、
紙
面

を
文
字
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
事
に
ば
か

り
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
字
の
量

が
す
べ
て
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
（
船
津
）


